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ん。不（しか）らざれば、臣等三韓、契丹に赴くこと有らんのみ。命を奉ずる能はず」と。平時忠、院使を捕へ
劓（はなき）りて之を
遣（や）る。

重衡鎌倉に下る法皇怒り、重衡を以て賴朝に附して、誅せしむ。賴朝之を鎌倉に檻致せしめ、延きて見る。
梶原景時（かぢはらかげとき）をして、命を
將（おこな）はしむ。來りて重衡の
傍（かたはら）に
跪（ひざまづ）く。重衡聽くを肯ぜず。遙に賴朝に語りて曰く、「重衡此に至るは命なり。公尙先人の德を記せば、則請ふ、速に死を賜へ」と。賴朝、乃之を
狩野（かの）
宗茂（むねしげ）に屬し、湯沐を具へ、姬
千手（せんじゆ）をして浴に侍し、因りて其欲する所を問はしむ。重衡、髮を
削（そ）らんと欲す。賴朝、許さず。因りて酒を
餽（おく）り、千手及び
工（く）
藤（どう）
祐經（すけつね）を遣し、之を佐けしむ。祐經
鼓（つゞみ）を
擊（う）ち、千手琵琶を
彈（だん）ず。重衡、杯を千手に屬し、朗吟して曰く、「燭は
暗（くら）し數行
虞氏（ぐし）の滂、夜は深し四面楚歌の聲」。賴朝、微行して、耳を戶外に
側（そばだ）てゝ聞きてこれを憐む。更に
名姬（めいき）
伊（い）
王（わう）を遣し、千手と更直せしむ。明年六月、南都の僧侶の請を以て、奈良坂に斬る。二女、髮を削り尼と爲ると云ふ。














[image: ]

[image: ]

「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Hōbun_Nihon_Gaishi.pdf/142&oldid=200471」から取得


					カテゴリ: 	校正済




				

			
			
		

		
			

		 このページの最終更新日時は 2023年2月10日 (金) 18:48 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。



		プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	モバイルビュー



		[image: Wikimedia Foundation]
	[image: Powered by MediaWiki]





		

	
 

 

		
		

本文の横幅制限を有効化／無効化







